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本
書
で
現
代
日
本
の
四
つ
の
危
機
と
い
う
の
は
、「
知
の
危
機
」、
「
こ
と
ば
の
危
機
」、「
い
の
ち
の
危
機
」、「
戦
争
の
危
機
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
現
代
文
明
の
諸
問
題
を
主
に
西
洋
哲
学
の
立
場
か
ら
日
本
と
の
つ
な
が
り
で
問
う
も
の
で
あ
る
。
お
の
お
の
の
危
機
に
つ
い
て
の
講
義
は
そ
れ
ぞ
れ
三
講
か
ら
成
っ
て
い
て
、
す
べ
て
の
講
義
が
、
思
想
界
で
現
代
を
リ
ー
ド
す
る
異
な
る
論
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。第
一
部
で
は
牧
野
英
二
氏
が
現
代
社
会
の
危
機
を
め
ぐ
り
、
日
本
の
近
代
化
と
「
啓
蒙
」
に
つ
い
て
語
り
、
信
原
幸
弘
氏
が
現
代
の
心
の
危
機
で
も
あ
る
「
依
存
症
と
自
律
性
の
喪
失
」
に
つ
い
て
語
り
、
西
山
雄
二
氏
が
現
在
の
大
学
の
危
機
と
哲
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
る
。第
二
部
で
は
梶
谷
真
司
氏
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
多
元
化
・
不
安
定
化
し
た
世
界
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
危
機
を
め
ぐ
り
、
対
話
型
の
哲
学
に
つ
い
て
語
り
、
小
野
原
雅
夫
氏
が
民
主
主
義
の
危
機
を
捉
え
て
、
自
ら
の
哲
学
カ
フ
ェ
で
の
対
話
の
実
践
に
つ
い
て
語
り
、
魚
住
孝
至
氏
が
大
量
の
情
報
の
な
か
で
「
無
造
作
に
言
葉
を
消
費
し
て
い
る
」
こ
と
の
危
機
を
診
て
と
り
、
芭
蕉
の
俳
諧
に
つ
い
て
語
る
。
第
三
部
で
は
斎
藤
慶
典
氏
が
、
「
存
在
」
と
「
現
象
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
「
危
機
」
の
狭
間
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
に
つ
い
て
形
而
上
学
的
に
語
り
、
森
一
郎
氏
が
「
世
界
の
終
わ
り
」
を
め
ぐ
っ
て
、
近
現
代
の
西
洋
の
思
想
家
に
目
配
せ
し
つ
つ
、
「
世
代
」
の
意
味
に
つ
い
て
語
り
、
高
田
珠
樹
氏
は
現
代
の
諸
危
機
を
挙
げ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
よ
り
所
に
「
価
値
観
の
転
換
」
に
つ
い
て
語
る
。
第
四
部
で
は
澤
田
直
氏
が
、
戦
争
を
通
じ
て
「
ア
ン
ガ
ジ
ュ
マ
ン
」
の
思
想
へ
至
る
サ
ル
ト
ル
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
、
自
分
の
行
為
選
択
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文
知
、
こ
と
ば
、
い
の
ち
、
戦
争
そ
の
危
機
へ
の
挑
戦
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講
談
社
、
二
〇
一
五
年
の
意
味
に
つ
い
て
語
り
、
宮
崎
裕
助
氏
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
以
後
に
あ
っ
て
、
歴
史
的
想
像
力
に
よ
っ
て
現
代
人
の
生
を
省
み
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
語
り
、
矢
野
久
美
子
氏
が
ア
ー
レ
ン
ト
に
依
拠
し
つ
つ
、
全
体
主
義
と
い
う
危
機
に
対
す
る
「
は
じ
ま
り
」
の
意
義
に
つ
い
て
語
る
。
以
上
は
あ
ま
り
に
も
簡
潔
な
紹
介
に
終
わ
っ
た
。
じ
っ
さ
い
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
立
ち
入
れ
な
か
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
の
豊
穣
で
深
み
の
あ
る
論
述
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
上
述
に
加
え
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
気
付
か
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
に
な
に
か
不
安
を
感
ず
る
向
き
に
は
、
是
非
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
な
お
、
こ
れ
は
齋
藤
元
紀
氏
が
勤
務
先
の
高
千
穂
大
学
で
開
催
さ
れ
た
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
の
公
開
連
続
講
義
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
齋
藤
元
紀
氏
の
こ
の
よ
う
な
わ
れ
わ
れ
へ
の
贈
り
物
に
深
く
感
謝
し
た
い
。
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